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　農業・農村を対象とした社会科学系の研究では，
社会学，経済学などの手法を用いた分析は数多く見
られるものの，心理学の手法を用いて行った研究分
析はあまり見られません。このような中，京都大学
こころの未来研究センター内田由紀子准教授と京都
大学経営管理大学院竹村幸祐助教のお二方は，社会
心理学の手法を用いて農業普及指導員を対象とした
研究分析を行い，その成果は『農をつなぐ仕事』（内
田・竹村（2012））としてまとめられています。
　このたび，内田先生，竹村先生にこのご著書の内
容を詳しくご講演いただいたセミナーを開催しまし
たので，その内容をご紹介します。

１．研究のきっかけ

　農業普及指導員を研究対象として取り上げるよう
になったのは，近畿農政局普及課の担当者がこころ
の未来研究センターに来訪されたことがきっかけで
した。その際，担当者からは農業普及指導員とは人
と人のこころをつなぐ仕事であり，農業社会のコー
ディネーターだが，その仕事は数値で評価しにく
いという話をうかがいました。最近，ソーシャル・
キャピタル（社会関係資本）という言葉が用いられ
るようになり，人と人のつながり，すなわち社会的
ネットワークも人工資本や自然資本，人的資本など
と同様に社会の生産性に大きく影響を与えていると
言われています。農業普及指導員の仕事は単なる技
術指導に留まらず，関係機関との連携・協働を促進
するコーディネーター機能を持ち合わせており，こ
れはまさに地域のソーシャル・キャピタルを向上さ
せる機能と言えます。このようなことから，心理学
の手法で「つなぐ」仕事の役割をデータで示すこと
はできないかと考えたのが研究プロジェクトの始ま
りでした。

２．農業普及指導員への調査の概要と結果

　研究プロジェクトでは，（1）普及活動を担う人々

の特徴，（2）農村社会の問題解決・暮らしに貢献し
やすい普及活動の抽出，（3）ソーシャル・キャピタ
ルを向上させる農業普及指導員の特徴の抽出を目的
に農業普及指導員へのアンケート調査を行いまし
た。2009年度に近畿６府県，2010年度に全国，2011
年度に愛知県という範囲で農業普及指導員へのアン
ケート調査を実施し，このうち2010年の全国調査は
全国農業改良普及職員協議会の協力の下，全国47都
道府県の7,241名の農業普及指導員にアンケート調査
を行い，このうち4,355名から有効回答を得ました。
具体的な分析方法について，（1）では尊敬する農業
普及指導員の有無，その人の性別，回答者本人との
年齢差を回答してもらい，さらに41項目の能力・ス
キル・特徴について，その人に該当するかどうかを
尋ねました。また，（2）については，Cohen’s dとい
う効果量を算出することで効果が大きい支援策を明
らかにしています。そして（3）については，地域
住民の信頼関係と農業普及指導員本人の特徴及びそ
の他の要因（職場の人間関係，地域との結びつき）
の相関関係を調べることで農業普及指導員の特徴を
明らかにしました。
　その結果，（1）農業普及指導員が尊敬する先輩と
は，他者志向，情熱，チームワーク，視野の広さな
どを持つ人であることが示され，特に他者志向や
チームワーク，視野の広さは他の公務員の職種にお
けるロールモデルとは大きな差が生じ，農業普及指
導員のロールモデルの特徴と考えられます。次に，
（2）問題解決に有効な支援活動とは何かについて
は，関係機関との連携調整，農業者同士の連携，ビ
ジョンの提示，地域の具体的問題の指摘などが挙げ
られました。一方，生産技術の紹介については，新
規就農者に対しては大きな効果があることが示され
ています。最後に，（3）ソーシャル・キャピタルを
向上させる農業普及指導員の特徴については，他の
関係機関との連携活動能力，コミュニケーション能
力・対人関係能力，知識技術といった農業普及指導
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員本人の資質とともに，職場の人間関係や地域との
結びつきなども影響していることがわかりました。
このようなことから，農業普及指導員は他機関との
連携や職場の人間関係を通じて普及活動を行い，そ
れによって地域住民同士の信頼・連携を醸成し，地
域のソーシャル・キャピタルを向上させることが明
らかになりました。
　今後は，普及指導員の自己評価のみならず，関係
機関や農業者から農業普及指導員を評価してもらう
他者評価の実施，地域特性，生業特性の検証などを
行う予定です。

３．「力を合わせる」ことの社会心理学

　さて，ソーシャル・キャピタルとは人と人のつな
がりや信頼関係が生産性に影響を与えていることは
先にも触れましたが，人と人がつながり力を合わせ
ることで一人ではできないこともできるようになる
反面，人が集まることでむしろ問題が悪化すること
も考えられます。社会心理学では，傍観者効果や集
団への同調性（Asch（1951））が生じることが示さ
れています。このように人は周りの影響を受けやす
く，さらにそれは互いに影響し合い，良い方向，悪
い方向のどちらの方向にも「影響の連鎖」が生じる
場合もあります。結局，人が不安に陥ることが原因
で信頼関係を構築できず，相互協力関係が達成でき
ないこともあるのです。
　このような人の不安を解消するためには一堂に会
して情報を全員で瞬時に共有することが有効になる
ことがあります。これにより，人の不安が解消され
れば一人一人がやる気を発揮し，生産性を向上させ
ることができます。また，個人のやる気を出すため
には，報酬を与えることが有効とされています。し
かし，報酬がなかった状態から金銭報酬を新たに与
えることでやる気を出すことはできますが，ひとた
び報酬が与えられると報酬なしではやる気が失われ
るという点に注意が必要です（Deci（1971））。さら
に，人が集まって「知恵を寄せる」際の秘訣として
は，お互いの気遣いと参加者間での会話のまんべん
なさが重要です。このように，集団には力がありま
すが，人々の不安からその力を発揮できなくなるこ
ともあり得ます。このような人が集まる際の不安を
解消し，信頼関係を築くためには人と人を橋渡しす
るつなぎ手の存在が有効です。つなぎ手がいること
で不安を感じる初対面の人に対しても信頼が生まれ
やすくなります。
　この「つなぎ手」の役割を担うのが農業普及指導

員です。実際にみなさまに思いを伝えたいある農家
さんに代わり，第三者的立場からそれを伝えること
で話がスムーズに進んだ例や，新規就農者受け入れ
の際の里親研修制度などがこの「つなぎ手」機能を
活用した事例と言えます。このように，農業普及指
導員には，地域の人が集まって集団の力を発揮する
ためのつなぎ手としての役割があり，さらに農業普
及指導員以外にも信頼をつなぐ上手な仕組みを作る
ことが必要となるでしょう。
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